
 

 
 

 

 

講師  

一般財団法人日中経済協会 専務理事 

杉田 定大氏 
 

 

 

 

 

 

 

 

《日時》2019年 11月 29日 金曜日 

午後 6時 00分～午後 7時 30分 

《場所》東北公益文科大学 教育研究棟 104教室 
（酒田市飯森山 3-5-1） 

 

○参加対象者：どなたでも参加できます。直接会場までお越しください。 

○参加費：無料 

○お問い合わせは地域共創センターまで。 

TEL:  0234-41-1115   FAX: 0234-31-2082   Email: kyoso@koeki-u.ac.jp 

本講演では米中貿易戦争の中で日本の立ち位置を考えます。 

機微技術に関する投資貿易管理が厳しくなる中で、日本企業にとっての生命線である日米中、さらには ASEAN（東

南アジア諸国連合）の間でのグローバルサプライチェーンの再構築のあり方を見通すとともに、いかに日中でのイ

ノベーション協力や第三国市場協力を展開していくのかを分析します。 

 

本事業は公益のふるさとづくり活動補助金（庄内開発協議会）の支援を受けて行なっております。 

 

米中経済戦争のもとでの日本の役割 

－日中イノベーション協力や第三国市場協力を見据えて－ 


